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見
守
り
ジ
ュ

l
ズ
は
、
靴
底
の
か
か
と
部

分
に
埋
め
込
む
よ
う
に
小
型
G
P
S装
置
を

取
り
付
け
た
。
見
た
目
は
市
販
さ
れ
て
い
る

靴
と
変
わ
ら
な
い
。
県
外
の
靴
製
造
メ
ー
カ

ー
と
連
携
し
、
高
齢
者
も
履
き
や
す
い
軽
量

の
靴
を
作
っ
た
。

同
社
に
よ
る
と
、

G
P
S装
置
は
充
電
式

で
、
ー
自
の
充
電
で
最
長
4
0
0時
間
使
用

可
能
。
利
用
者
の
手
間
を
省
こ
う
と
、
靴
を

乗
せ
る
だ
貯
で
充
電
で
き
る
充
電
ハ
ッ
ド
を

採
用
し
た
。
ま
た
、
電
池
残
量
が
少
な
く
な

る
と
メ
1
ル
で
通
知
す
る
機
能
も
付
い
て
い

不
祥
事
防
止
対
策
会
議
の
設
置

一設
が
、
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

一摘
を
含
む
計
ロ
件
を
、
法
律
違
反

は
樋
口
市
長
の
発
案
。
市
長
を
議
一
た
火
災
報
知
器
な
ど
の
定
期
点
検

一な
ど
著
し
く
不
適
切
な
事
務
処
理

甲
府
市
は
市
職
員
に
よ
る
不
祥

一長
と
し
、
幹
部
職
員
で
構
成
す
る

一を
怠
っ
て
い
た
こ
と
が
お
日
、
県
一
と
さ
れ
る
「
指
摘
事
項
」
と
し
た
。

事
が
後
を
絶
た
な
い
と
し
て
、
職

一方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
会
議
で

一監
査
委
員
事
務
局
が
発
表
し
た
2
一

同
法
は
半
年
に
1
回
、
火
災
報

員
の
危
機
管
理
や
法
令
順
守
の
意

一協
議
す
る
内
容
は
未
定
だ
が
、
マ
一

0
1
4年
度
下
期
の
定
例
監
査
結
一
知
器
や
消
火
器
な
ど
機
器
の
点
検

EJ 

二千

会芝

認
知
症
の
俳
佃

与、二1.6

靴
で
「
見
守
り
」

ム心It-I 

帯
電
話
や
衣
類
に
G

P
S装
置
を
取
り
付

け
た
製
品
は
あ
る

が
、
持
た
ず
に
出
掛
防
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
。
し
か
し
靴
で
あ
れ
ば
、
は
だ
し
で
俳
相

し
て
い
れ
ば
周
囲
の
人
が
異
常
に
気
づ
い
て

見
つ
防
て
く
れ
る
こ
と
が
多
く
、
履
い
て
い

れ
ば
位
置
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め、

「効
果
的
」
(
同
社
)
だ
と
い
う
。

価
格
は
2
年
間
の
利
用
で
6
万
円
(
税
抜

き
)
。
月
2
5
0
0円
の
包
囲
払
い
も
で
き

る
。
サ
イ
ズ
は

n
i幻
号
の
6
種
類
用
意
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
社
、
電
話
0
5
5
(
2

3
0
)
7
6
1
1
。

中
央
の
会
社
開
発

G
P
S
で
位
置
確
認

(第三種郵便物 認可〉

る
。
電
池
や
靴
自
体
が
消
耗
す
る
た
め
、
-

回
の
購
入
で
使
用
で
き
る
の
は
2
年
間
と
な

っ
て
い
る
。

位
置
情
報
は
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
検
索
で
き
る
。

利
用
期
間
中
の
検
索
回
数
に
制
限
は
な
い
。

県
に
よ
る
と
、

2
0
1
4年
4
月
工
日
現

在
の
県
内
の
認
知
症
高
齢
者
数
は
2
万
4
2

6
3人
で
高
齢
者
全
体
の
日
・

6
%を
占
め

る
。
前
年
よ
り
約
1
千
人
増
え
て
い
て
、
認

知
症
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

認
知
症
高
齢
者
を
早
期
発
見
す
る
た
め
携

システムインナカゴミが開発した見守りシユース.
=中央市山之神

一
方
、
上
野
原
高
で
は
臨
時
職

員
へ
の
賃
金
の
支
払
い
が
規
定
よ

り
最
大
約
3
カ
月
遅
れ
る
ミ
ス
が

判
明
し
た
。
同
校
は
臨
時
職
員
1

人
を
昨
年

4
月
中
旬

1
5月
中

旬
、
同
7
月
の
2
回
に
分
け
て
計

約
2
カ
月
採
用
。
規
定
で
は
勤
務

甲
斐
・
ひ
き
逃
げ
死
亡
事
故
4
年

佐
賀
か
ら
父
母
訪
れ

情
報
提
供
呼
び
掛
け

県
営
住
宅
補
修
工
事
の
完
了
が
日

年
度
に
ず
れ
込
ん
だ
が
、
職
員
が

十
分
な
確
認
を
せ
ず
に
日
年
度
中

に
完
了
し
た
と
の
報
告
書
を
提

出
。
同
年
度
内
に
完
成
し
た
扱
い

で
会
計
処
理
を
し
て
い
た
。
〈
報
道
部
〉

た
両
親
は
神
奈
川
県
厚
木
市
に
住

む
隆
史
さ
ん
の
兄
慎
也
さ
ん
(
お
)

と
、
ラ
ザ
ウ
ォ

l
ク
甲
斐
双
葉
で

甲
斐
市
志
田
の
国
道
初
号
で
2
一チ
ラ
シ
を
配
っ
た
後
、
現
場
に
献
一

0
1
1年
、
会
社
員
平
野
隆
史
さ
一
花
し
た
。
富
夫
さ
ん
は
「
事
件
を

一

ん
H
当
時
M
歳
H
が
ひ
き
逃
げ
さ

一風
化
さ
せ
た
く
な
い
。
情
報
提
供
一

れ
死
亡
し
た
事
件
か
ら
4
年
が
た

一の
呼
び
掛
け
を
続
げ
た
い
」
と
語
一

っ

た

お

目

、

佐

賀

県

小

城

市

の

父

一

っ

た

。

一

富
夫
さ
ん
(
臼
)
と
母
る
り
子
さ
ん

一

隆
史
さ
ん
は
日
年
2
月
お
日
午
一

(
臼
)
ら
が
事
故
現
場
を
訪
れ
、
通
一
前
3
時
印
分
ご
ろ
、
国
道
初
号
の

一

行
人
に
情
報
提
供
を
呼
び
掛
げ

一路
肩
で
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ

一

，f

れ、

2
日
後
に
死
亡

一

F

i

j
i
f
し
た
。
同
僚
の
送
別

一

C

会
の
後
、
自
宅
近
く

一

¥

-;

で
ひ
き
逃
げ
さ
れ
た

一

肌

と
み
ら
れ
る
。

一

同

両
親
は
最
高
5
0
一

の

0
万
円
の
私
的
懸
賞
一

供

金
を
設
け
て
情
報
提
一
提

供
を
求
め
て
い
る

一

百

六

が
、
韮
騎
署
に
よ
る

一

E
-

と
、
最
近
2
年
間
に
一
司
・

寄
せ
ら
れ
た
情
報
は

一一一
・

z
E

2
件
で
事
件
と
は
結

び
つ
か
ず
、
捜
査
は

難
航
し
て
い
る
。
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チ
ラ
シ
を
配
り
、
情
報
提
供
を
呼
び
鋒
け

る
平
野
富
夫
さ
ん
(
中
央
)
と
る
り
子
さ
ん

(左
)H
甲
斐
・
ラ
ザ
ウ
ォ

l
ク
甲
斐
双
葉

tokudan 

認
知
症
高
齢
者
が
桝
御
し
た
際
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
機
器
の
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
ナ
カ
ゴ
ミ
(
中
央
市
山
之
神
、

中
込
裕
社
長
)
は
、
靴
の
中
に
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム

(
G
P
S
)
装
置
を
組

み
込
ん
だ
「
見
守
り
シ
ュ
ー
ズ
」
を
開
発
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
位
置
を
測
定
で
き
、

4
月
の
発
売
を
予
定
し
て
い
る
。

〈
三
井
将
也
〉

災害や事故、事件、自然現象などの写真 ・映像をお待ち
しています。電子メールでお送りください。送信の際には
事前に編集局(電話055・231-3111)までご連絡ください。


